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新しいペニ シリン系抗生物質TA-058を 呼吸器感染症14例 に1回1～29,1日2回 点滴静注 し,

その臨床効果および副作用 を検討 した。 疾患 の内訳は,下 気道感染症8例,急 性肺炎5例,膿 胸1

例であった。結果は,著 効2例,有 効10例,や や有効2例 で,有 効率85.7%で あ った。 起炎菌別

効果では,H.infiuenzae気 道感染症6例 では5例 に菌消失,1例 は不明であった。S.pneumonine

急性肺炎3例 と気道感染症1例 では4例 全例菌消失 をみた。 副作用は,1例 にGPT, A1-Pの 軽度

上昇を認めたが,投 与中止後正常化 した。 したがって,TA-058は,呼 吸器感染症 の治療 に有用な

抗生物質 と考える。

は じ め に

TA-058は,側 鎖 にN4-メ チ ル-D-ア スパ ラギ ンを結

合 したアモ キシシ リン誘導 体 で,好 気性 お よび 嫌 気性 の

グラム陽性菌並 びに グ ラム陰性 菌 に対 して広 い 抗 菌 スペ

ク トルを有 し,特 にP.mirabilisお よびH.influenzae

には優れた抗菌力 を示 す。

今回,こ のTA-058を 呼 吸 器感 染 症 に使 用 し,そ の

臨床効果 および副 作用 を検 討 した。

対 象 患 者

対象患者は,昭 和56年9月 か ら昭 和57年1月 まで に

当科に 入院 した36歳 か ら74歳 ま での(平 均 年 齢58.9

歳),男 性13名,女 性1名 の 計14名 で あ る。 疾 患 の 内

訳は,下 気道感染 症8名(基 礎 疾患 は,気 管支 拡 張 症4

名,び まん性汎細 気管 支 炎2名,気 管 支 喘息1名),急

性肺炎5名,膿 胸1名 で あ る(Tablel1)。

起炎菌は,H.influengae 6名, S.pneumoniae 4名,

不明4名 であ る。

研 究 方 法

TA-058の 投 与 は皮 内反 応 陰 性 を確 か め た うえ行 い,

1～2gを,生 理 的食 塩 水50～100mlに 溶 解 し, 60分

で点滴静注 し,こ れ を1日2回 施 行 した 。投 与 日数 は5

～22日 ,平 均11.6日,平 均 総投 与 量 は,25.9gで あ っ

た。本剤 投与期 間 中は 他 の 抗 生物 質 の 併用 は しな か っ

た。

治療 効果判定の基準は,気 道感染症 では,1日 痰量の

減少,痰 中細菌の消失ない し減少,血 沈 ・CRP・ 白血球

数の改善 などを,肺 感染症 では胸部X線 像陰影 の消失な

いし縮 小を重視 した。

副作用に関 しては,発 熱,発 疹などの臨床症状,血 液

像,血 小板数,肝 ・腎機能 などをTA-058投 与の前後

で調べた。

臨 床 成 績

1. 気道感染症

Table 1に 示すよ うに,8例 の うち,有 効7例(症 例

3, 4, 6, 7, 9, 10, 14),や や有効1例(症 例8)

で有効率87.5%で あ った。

起 炎菌別にみ ると,H.infiuenzae 6例 中,5例 有効,

1例 やや有効であ り,5例 は菌消失 した。S.pneumoniae

1例 は菌消失 し有効であった。また,起 炎菌不明であっ

た気道感染1例 も有効であった。

2. 肺 感 染 症

急性肺炎5例 中,著 効2例(症 例1, 2),有 効3例

(症例11, 12, 13),膿 胸1例 は,や や有効,し たがっ

て肺感染症の 治療成績は,6例 中,著 効2例,有 効3

例,や や有効1例 で,有 効率83.3%で あ った。

起 炎菌別にみ るとS.pneumoniae 3例 全例菌消失 し

た。

以下 に著効例 につ き症例 を呈示す る。

症例1: Y.T., 38歳,男,急 性肺炎(Fig.1)

昭和56年10月13日 よ り右胸痛出現,38℃ の発熱 で
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Table 1 Clinical results of TA-058

Fig. 1 Case No. 1 Y. T. 38 M Acute pneumonia
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Fig. 2 Roentogenogram of case 1 

(Before treatment)

Fig.3 Roentogenogram of case 1

(After treatment)

Fig. 4 Case No. 2 I. S. 74M Acute pneumonia

Fig. 5 Roentogenogram of case 2 

(Before treatment)

Fig. 6 Roentogenogram of case 2 

(After treatment)
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of TA-058

B= Before A = Af ter * Liver cirrhosis

当院 受 診,胸 部X線 で右 中葉 に浸 潤影 を認 め (Fig.2)

入 院 した 。経 気 管 吸 引(TTA)を 施 行 し, S.pneecmoniae

(+++)が 検 出 され た 。10月14日 よ りTA-058,2.09/日

開始 し,当 目よ り解 熱10月20日 の 胸部X線 (Fig.3)

で 陰影 消 失 し著 効 と判定 した 。

症 例2: I.S., 74歳,男,急 性 肺 炎 ・肝 硬 変 (Fig.4)

昭和56年9月10日,咳 出現,37.40C,9月17日,

39.2℃ の発 熱9月18日 当院 受診,WBC11,800,9

月18日,胸 部x線 で 右 中葉 に浸 潤 影 を認 め(Fig.5),

9月19日 入院 。TTAに よ りS.pneumonim (a few)

が検 出 され た。TA-058, 2.0g/日 開始 した 。WBC正

常化,10月2日 胸 部x線(Fig.6)で 陰影 の縮 小 を認 め

著効 と判 定 した。

以上,14例 の呼 吸 器感 染 症 に お け るTA-058の 治療

成 績 は,著 効2例,有 効10例,や や 有 効2例,無 効 な

しで,有 効 率85.7%で あ る。

起 炎菌 で は,H.influenzae, S.pneumoniaeに 対 し

て奏 効 した 。

3. 副 作 用

急 性 肺 炎 の1例(症 例13)に 投与6日 目にGPT 31

K.U. (3～25),A1-P 9.1 K.A.U .(2.8～8.4)と 軽 度

上 昇 を認 め た(Table2)が 中止 後,い ず れ も正 常 化 し

た 。 その 他,発 疹 な どの副 作 用 を認 め なか った 。症 例2

のGOT,GPT上 昇 は,基 礎 疾患 の肝 硬 変 の ため と考

え られ た 。

考 按

急 性肺 炎5例 を含 む14例 の 呼 吸 器感 染症 の 治療成績

は85,7%と 高 率 で あ っ た。 これ は,対 象疾患 の起 炎菌

の大 部 分 がTA-058に 感 受 性 を もつ た め と思 われ る。す

な わ ち,起 炎 菌 は,H.influenzae 6例, S.pneumoniae

4例 で あ り,TA-058は,こ れ らに低 いMICを 有す る

こ とに よ る もの と思 わ れ る1)。 これ らの症例 の大半にお

い て19の1回 投 与 量 で1日2回 の 点 滴静注 で充分効果

を示 した 。

急性 肺 炎の 起 炎菌 と してS.pneumoniae, H.influenzae

の 占 め る比 率 は高 く2),ま た,慢 性 閉 塞性肺 疾患 におけ

る,急 性 増 悪 の重 要 な起 炎菌 と してH.influenzae, S.

pneumoniaeが 確 認 され て お り3),こ れ らに低 いMICを

有 す るTA-058は 呼 吸器 感 染 症 に 有 用 な薬 剤 と思われ

る。 副作 用 につ い て は,1例 にGPT, A1-P軽 度上昇

を認 め た が,投 与 中止 後 正 常化 した 。
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CLINICAL STUDIES ON TA-058 

IN THE RESPIRATORY TRACT INFECTION 

YOSHITAKA NAKAMORI, KUNIHIKO YOSHIMURA, TATSUO NAKATANI, 

NAOHIKO CHONABAYASHI, AKIO TACHIBANA, KOICHIRO NAKATA 

and HIROICHI TANIMOTO 
Chest Clinic, Toranomon Hospital 

KYOKO NOZAWA and HIROKO SUGI 
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Clinical efficacy and adverse effects of TA-058, a new penicillin antibiotic, were studied in 14 

patients with the respiratory tract infections receiving 1.0 to 2.0 g b. i. d. by drip infusion. 

Among them, 8 cases were lower respiratory tract infection, 5 cases were pneumonia and 1 case 

was pulmonary empyema. 

The obtained results were excellent in 2, good in 10 and fair in 2 cases, thus producing moderate 

to marked clinical improvement in 85.7 % of cases studied. 

As for abnormal laboratory findings, slight elevations of GPT and Al-P were seen in 1 case. These 

findings improved shortly after cessation of the drug.


